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新しい取り組みを浸透させるには 

組織体制や教育において、今までのやり方を変えるなど、新たな取り組みを導入する企

業が増えています。人材の採用や定着において、他社事例を参考に進める企業もありま

す。こうした取り組みを始めたものの、困った事案として、新しい取り組みに対して否定的

な声が上がっているという企業関係者からの声を耳にすることが増えました。 

「やってもムダです」「意味がな

いですよ」と言った声が上がること

は当然とも言えます。ですが、はじ

めから否定する、周りを巻き込ん

で「しなくてもいいよ」「仕事が増

えるだけ」といった言動は、企業と

しての機会損失につながります。 

こうした事案に対しての対応策は、新しいこと(取り組み)の目的とゴール、期間を明示

することです。 

新しいこと(取り組み)は計画（目的とゴール）に加えて、実践、検証、改定(変更)、さら

に実践…と一定の期間を経なければ定着しないことを初期に伝えて置くこともポイントで

す。取組み通り進まないこともありますが、現場の状況やスタッフの声を反映しながら、全

スタッフでゴールに向かう姿勢が人の定着にもつながると実際の事例を見ていて痛感しま

す。 

みなさんの職場で新たな取り組みを始め、計画していた通りに進まなかった際に、今回の

ポイントを思い出していただき、参考になれば嬉しいです。 


